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年金制度は、社会経済や人口構造の変化に合わせて、改正を重ねて
きました。少子高齢化が進む中でも、年齢区分を固定せずに見れば、
平均余命の伸びに応じて、就労期間＝拠出期間が伸びており、将来
の年金水準の低下を避けることができます。 
しかし、将来の低年金を防止するためには、被用者保険の更なる適
用拡大、基礎年金の拠出期間の 45 年化、基礎年金と報酬比例部分の
調整期間の一致など、対応が必要な課題があります。 
本書では、図表を多く用いて、現行制度の仕組みや考え方、これま
での経緯を丁寧に説明した上で、今般の 2025 年の年金制度改正の内
容と考え方について解説しました。そして、今後の課題について私見
を交えて論じています。 
本書は、2024 年 4 月に刊行した「年金制度の理念と構造―より良
い社会に向けた課題と将来像」を、2024 年 7 月の財政検証と 2025
年 6 月に成立した年金制度改正法の内容を取り入れて、全面的に改
訂した新版です。 
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